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基本理念 理 想 像 施 策 目 標 推 進 方 策 実 施 項 目

１．浄水施設・設備の増強及

び改良更新

(1)硬度低減化処理施設更新の調査設計及び更新工事

(2)浄水施設の増設

①袖山浄水場の硬度低減化施設更新工事

②袖山浄水場の緩速ろ過池増設

【安 全】

これからも

安全で

信頼される水道

３．安定した水源の確保

(3)水安全計画の策定、更新・点検

(4)原水及び浄水水質の継続的監視

(5)水質検査計画の継続した策定・公表

(6)水質保全対策の推進

③加治道浄水場系の水安全計画の策定
④袖山浄水場系の水安全計画の更新・点検

⑤水質検査結果の分析及び公表

⑥水質検査計画の策定・公表

⑦水質保全対策の推進

４．老朽化施設・設備の更新

５．水需要増に応じた配水機

能の安定化

６．維持管理体制の充実

(8)老朽化機械・電気設備の更新

(9)ポンプ場建屋の更新

(10)水需要増を踏まえた水道施設の増設、更新

(11)配水区域の再編による施設の増設

(12)監視装置の整備の検討（カメラ・警報装置等）

(13)他計装設備の更新に合わせた監視制御システム
（流量計含む）の整備

(14)基幹配水池の耐震化

(15)基幹管路の耐震化

(16)老朽管路の更新・耐震化

(17)資機材の備蓄及び保管場所の適正配置

(18)危機管理マニュアルの拡充と定期的な見直し、訓練
の実施

(19)自家発電設備の適正配置

(20)応急給水栓の設置（浄水場及び基幹配水池）

(21)料金体系の検討

(22)財政収支の見直し

(23)職員の適正配置

(24)経営の効率化を目指した事業の委託化の推進

(25)職員研修の実施による技術レベルの向上

(26)若手職員への技術の継承

(27)広報活動の継続・強化

(28)窓口・収納サービスの充実化

(29)有収率の向上

(30)省エネルギー対策（電力・CO２削減）の推進

(31)クリーンエネルギーの利用の促進

(7)水需要に合わせた新水源開発の検討
⑧伊良部水系の水源調査
⑨伊良部水系の取水設備の更新
⑩加治道東水源開発

７．水道施設・管路の更新及

び耐震化

８．危機管理体制の強化

⑪取水ポンプ設備更新
⑫送水ポンプ設備などの更新

⑬ポンプ場建屋更新

２．原水及び浄水水質の監視

強化

【強 靱】

これからも

災害に強く

たくましい水道

【持 続】

これからも

着実かつ健全な

経営を行う水道

⑱送配水管の新設

⑲監視装置更新の対象施設の調査・計画

⑳必要に応じて監視制御装置の改造

㉑配水池耐震補強工事

㉒基幹配水池への緊急遮断弁の設置検討

㉓配水池更新工事(耐震化)

㉔白川田導水管の耐震化計画の策定

㉕加治道系導水管の耐震化計画の策定

㉖導水管耐震化更新工事

㉗送配水管耐震化更新工事

㉘海底送水管の更新・耐震化工事

㉙重要給水施設管路の耐震化工事（袖山浄水場～宮古

病院）

⑭配水管新設工事
⑮配水池築造工事（調査設計含む）
⑯配水池更新工事（調査設計含む）
⑰伊良部浄水場更新工事

㊲次期集中改革プランを考慮した職員の適正配置の検討

㊵OnJobによる指導・技術継承

㊶市内小学校を対象とした施設見学会の継続
㊷広報の充実化（広報誌・上下水道部ホームページな
ど）

㊸クレジットカード払いの導入検討
㊹窓口、トラブルサポートの向上

㉟財政収支シミュレーションに基づく料金体系見直しの
検討

㊺配水区域内の漏水調査

㊻設備更新時に省エネルギー性能の高い設備等の導
入検討

㊼白川田貯水池における太陽光発電の継続運用

㊴外部研修への参加

㊳民間委託の拡大に関する調査検討

㊱事業計画及び起債計画を踏まえた財政収支シミュ
レーション

㉚老朽配水管の改良更新・耐震化工事

㉛資機材の備蓄及び緊急調達先のリスト化・定期的な
維持管理及び更新

㉜危機管理マニュアルの拡充と定期的な見直し、訓練

の実施

㉝自家発電設備の設置検討（ポンプ設備更新に併せて
更新検討）

㉞浄水場と基幹配水池への応急給水栓の設置検討

９．財政面の安定化

１０．業務の効率化

１１．技術の向上及び若手職

員の育成

１２．広報・お客さまサービス

の向上

１３．環境へ配慮した事業運営

の推進
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図-１ 収益的収支・純損益の見通し 

 

図-２ 給水原価・供給単価の見通し 

 

図-３ 料金回収率の見通し 

 

図-４ 企業債残高の見通し 

 

図-５ 資本的収支・資金残高・補てん財源残高の見通し 

経営戦略における当面の財政収支見通し 
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